
令和７年４月１日 

江戸川区立篠崎第二中学校 令和７年度学校経営方針(概要版) 

 

保護者、PTA活動 学校応援団 外部機関、町会・地域 

教育目標 

・探求心をもち学ぶ生徒 

・礼儀正しく豊かな心をもつ生徒 

・健やかな体をもつ生徒 

【教育活動の目標】 

「確かな学力」の向上 「生きる力」の醸成 
健康の増進 

体力の向上 

「開かれた学校・チー

ム篠二中」の構築 

【主な基本的方策】 

○学習指導 

・授業規律の確立 

・学習ｺﾝﾃｽﾄの充実 

・ICT の活用 

・家庭学習への支援 

・EDO スクの充実 

○生活指導 

・発達支持的生徒指導 

・挨拶の励行 

・人権尊重、生命尊重 

・生徒会活動の活性化 

・危機回避能力の向上 

○道徳教育 

・授業や行事との連動 

・「議論する道徳、 

考える道徳」 

・いじめの撲滅 

○特別活動 

・行事等の内容の工夫 

・学級指導の充実 

・ボランティア活動の 

推進 

・運動する機会の設定 ○保健給食 

・健康の維持増進 

・食育の充実 

・メディアコントロール 

○進路指導 

・自己理解の促進 

・キャリア教育の充実 

○総合・読書科 

・探究学習の充実 

・よむ YOMU ワークシートの

活用 

○部活動 

・ガイドラインの徹底 

・自主的自発的活動の推進 

 

【目指す学校像】 

「自分を磨き、互いに高めあえる学校」 

「保護者や地域から信頼される学校」  

を目指して 

【育てたい生徒像】 

「あきらめない心をもって 未来を拓く」 

〇 自分から進んで学び、対話を通して深く考え、行動することができる生徒 

〇 自他の命を大切にし、仲間を思いやり、人と上手に接することができる生徒 

〇 「篠二中」や地域を愛し、広い視野をもち、仲間や社会の役に立つことができる生徒 

【目指す教職員像】 

○ 生徒の気持ちや考えを理解し、対話を大切にしながら、生徒と接することができる教職員 

〇 生徒に自己実現のための意欲と行動力を身に付けさせ、生徒の学びを支援できる教職員 

〇 保護者の願いや社会の期待を自覚し、未来を生きる生徒を育成することができる教職員 

○ 未来を生きる生徒とともに自己啓発と自己変革に意欲的に取り組むことができる教職員 

相互連携の強化 


